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 本校の校訓は「技を競って 心を磨く～美のスペシャリストの育成」である。

今後、持続可能な社会の実現に向けて、自ら主体的に社会づくりに貢献できる

人間性豊かな人格の完成を目指すものである。本校では専修学校として「将来、

理容業・美容業に従事する者としての使命感をもち、より優れた人間美の創造

を実現するための美的感覚や理容技術・美容技術を身に付けた人材を育成する」

「理美容における業務を衛生的、安全に実施するための確かな技術とマナーを

身に付け、自ら進んでコミュニケーションを図ることができる」「個々の客の要

望に応じた理容技術、美容技術を確実に提供できるよう総合的な実践的能力の

基礎を身に付ける」を目標に掲げている。 

 「地域に開かれた信頼される学校づくり」を目指して、修得した理美容技術

を生かした地域社会貢献活動にも力を入れ、創意工夫ある教育課程の編成に努

めている。この学校関係者評価は、令和７年１月に実施した自己評価を中心に

行われた。この報告書はこの学校関係者評価結果をまとめたものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



      Ⅰ 令和６年度 自己評価の基準及び点検中項目 

 

 東予理容美容専門学校は、学校の目標・計画等に沿った取組の達成状況や、

それらの取組が適切に行われたどうか等について、従来から積極的に自己点

検・自己評価を実施し、その結果を公表するとともに、教育活動や学校運営の

改善に活用してきた。令和７年４月には、表 1 に示した評価基準（１０基準）

について実施した自己評価結果報告書も併せて公表した。なお、この評価基準

は、専修学校における学校評価ガイドライン（文部科学省）に準拠し本校の特

色を踏まえて作成したものである。 

       表１ 令和６年度自己評価の基準及び点検中項目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　　　評　価　基　準

基準３　教育活動

h  教科課目の目標を達成できる要件を備えた教員を確保しているか

i  関連分野における先端的な知識・技能等を修得するための研修や資質向上のための取組が行われている

か

e  実践的な職業教育（産学連携による職業体験・インターンシップ、実技・実習等）が体系的に位置づ

けられているか

ｆ  職業教育等に対する外部関係者からの評価を取り入れているか

g  成績評価・単位認定、進級・卒業判定の基準は明確化になっているか

点　　検　　中　　項　　目

a  学校の教育目標に沿って、教育活動が展開されているか。

b  社会に貢献できる人材育成に向けてビジョンをもって取り組んでいるか。

基準１　学校の教育目標

基準２　学校運営について

c  学生・保護者等に学校の教育目標を周知しているか。

d  学校の教育目標は時代のニーズに合っているか。

a  運営方針に沿った事業計画が策定されているか。

b  学校運営について理事会や定期総会で理解・周知を図っているか。

c  教務・財務などの組織は適切に機能しているか。

d  教育活動に対する情報公開は適切におこなわれているか。

e  情報システム化による業務の効率化が図られているか。

f 人事・給与等に関する規定等は整備されているか。

b  教育理念、育成人材像や業界のニーズを踏まえた学科の修業年限に対応した教育到達レベルや学習時

間の確保は明確にされているか

c  学科等のカリキュラムは体系的に編成されているか

d  キャリア教育・実践的な職業教育の視点に立ったカリキュラムや教育方法の工夫・開発などが実施さ

れているか

a  教育理念等に沿った教育課程の編成・実施方針等が策定されているか



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基準４　学修成果

機銃５　学生支援

基準６　教育環境

基準７　学生の受入れ募集

基準８　財務

基準９　法令等の遵守

基準10　社会貢献・地域貢献

a  学校の教育資源や施設を活用した社会貢献を行っているか

b  学生のボランティア活動を奨励、支援しているか

c  地域に対するオープンキャンパス等を積極的に実施しているか

d  自己評価結果を公開しているか

a  法令・専修学校設置基準等の遵守と適正な運営がなされているか

b  個人情報に関し、その保護のための対策がとられているか

c  自己評価の実施と問題点の改善に努めているか

d  財務情報公開の体制整備はできているか

a  中長期的に学校の財務基盤は安定しているといえるか

b  予算・収支計画は有効かつ妥当なものとなっているか

c  財務について会計監査が適正に行われているか

c  学納金は妥当なものとなっているか

a  学生募集活動は、適正に行われているか

b  学生募集活動において、教育成果は正確に伝えられているか

b  防災に対する体制は整備されているか

a  施設・設備は、教育上の必要性に十分対応できるよう整備されているか

e  保護者と適切に連携しているか

f  卒業生への支援体制はあるか

d  学生の学内生活環境への支援は行われているか

a  進路・就職に関する支援体制は整備されているか

b  学生相談に関する体制は整備されているか

c  学生に対する経済的な支援体制は整備されているか

b  資格取得率の向上が図られているか

c  退学率の低減が図られているか

d  卒業生・在校生の社会的な活躍及び評価を把握しているか

a  就職率の向上が図られているか



この令和７年 1 月に実施した自己評価結果を踏まえて、自己評価結果の客観

性や透明性を高めるため、地域有識者、保護者代表、理容関連企業代表者、美

容関連企業代表者から構成される学校関係者評価委員に個別に意見を聴取し

た。今年度は残念ながら、新型コロナウイルス感染症対策のため、学校関係者

評価委委員ごとに個別に意見を聴取する形式をとった。 

令和６年度の教育活動を振り返り、自己評価の評価基準各項目ごとの評価結

果や取組状況、今後の課題や抱負等の説明、自己評価結果及びそれを踏まえた

今後の改善方策について、学校関係者評価委員で客観的に評価することを基本

とすることを確認した。 

 具体的には、「自己評価の内容が適切か」「自己評価の内容を踏まえた今後の

改善方策が適切か」「学校の重点目標や自己評価の評価項目が適切か」「学校運

営の改善に向けた実際の取組が適切か」などを評価するとともに、学校運営の

継続的改善を図る観点から専門的立場から助言を頂いた。この学校関係者評価

は、東予理容美容専門学校から提出した自己評価結果報告書を中心としている

が、同専門学校が公開しているインスタグラムやホームページ等の情報も参考

にしつつ実施した。 

 この報告書は学校関係者評価委員の意見・助言等をまとめたものである。今

後、各委員の意見・助言等を教育活動、学校運営等の改善に活用することで、

より豊かな教育活動の創造・実現、社会に役立つ人材の育成に向けて取り組ん

でいきたい。 

 

                

            

          Ⅱ 評価結果の総評 

 

※  生徒一人一人に合わせた教育ができている。生徒の目線を理解しその行動

に合わせての教育は、少人数指導の良さを生かした東予理容美容専門学校の

良い特色であると思う。 

 

※  就職ガイダンスも地元企業から始まり、京都・大阪方面、関東方面と実施



され、地元の美容業界との連携を大切にする意向が見られ、地元の企業経営

者にとっては大変ありがたい。学校全体の雰囲気も大変良いと思う。 

 

※  カリキュラムに沿った学校での学び、授業の様子がインスタグラムでも見

ることができるよう発信されているので、生徒自身のみならず、親や家族も

一緒に学校の様子を見ることができるので良かった。 

 

※  市内のイベントや老人福祉施設等への訪問など、積極的な地域ボランティ

ア活動を通して、美容サービス（ハンドマッサージやネイル、ワインディン

グやヘアメイク）を、相手に施術させていただく貴重な経験ができており、

美容の楽しさや大変さを実感できているので本当に素晴らしいと思う。 

 

※  ＡＩの普及によって、今後消えていく仕事が増えると言われる現代で、絶

対になくなることのない、誰にとっても必要不可欠な理容・美容の仕事であ

り、改めて理美容専門学校のニーズは高まっていると思う。 

 

※  財務の課題においては、ＳＮＳの活用により取組が令和の若者の目に触れ

ることで、入学希望者のさらなる増加も期待できる。在学する一生徒として、 

学校の素晴らしさを実感しており、この素晴らしい環境をより発信できたら、

より多くの人に魅力を知ってもらうきっかけになるのではないかと思う。 

 

※  個別に支援が必要な生徒について、個別に時間を設けて愛情を込め熱心に

指導をされていて、「一生懸命努力すれば自分もできる」という自信を、生

徒が自分に対してもてるようになるなど、学校全体の教職員のチーム体制づ

くりが基盤にあってこその成果であると思われる。 


